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平成２３年１１月１８日

在日特権を許さない市民の会・副会長

川東　大了

当会は、在日韓国・朝鮮人に対する不当な差別の撤廃の為に活動している市民団体です。

さて、ここ３～４年、「外国人排斥を許さない６．１３緊急行動」とか「排外主義とたたかうネットワーク関西」「反天皇制運動連絡会」（以下、反天連）など、公序良俗に反する下劣な表現や行為を公衆の面前で行い、日本国の国旗を侮辱する旗や、天皇陛下を侮辱する人形などを掲げてデモを行い、主義主張の違う立場の人間を集団で排除したりする輩が現れています。

私自身も２００９年８月１５日に東京の靖国神社の近くで、反天連のデモに遭遇したり、大阪駅前にある松下陸橋で長年に亘り繰り返されて来た、無届・無許可の不法集団示威行為（通称「水曜デモ」）に遭遇したりして、その凶暴性・非人道性・反社会性を身をもって知っています。

他にも、蕨市でのカルデロンデモへの攻撃で逮捕者を出したり、京都市での市民団体デモへの爆発物攻撃など、枚挙にいとまがありません。

彼らの差別行動の酷さは、現実を見た人でないと、とても信じられないものなので、市に事実を示す資料を渡し、証拠動画も示しておきます。

ですが、この文章をお読みの方にも知ってもらうために提示すると、

「日の丸」の赤い丸の部分をうんこにした旗や、「日の丸」に卍のマーク（注：おそらくナチスのハーケンクロイツのつもりと思われる）を書き込んで、それに足跡をつけている旗を引きずりながらデモを行ったり、大阪駅前にある松下陸橋と呼ばれる歩道橋で曽根崎警察署が集団示威行為を禁止しているのを無視して毎月第１水曜日に「水曜デモ」と呼ばれる集団示威行為を繰り返し、その犯罪行為に苦しむ市民を救おうとして、犯罪集団示威行為を是正するべく集まった善良な市民と、更にその善良な市民を守る為に駆けつけた警察官とで、騒乱状態を発生させ（この事は産経新聞に載りました）、一歩間違えば、歩行者が階段から転落したり、将棋倒しが起こり、死傷者が出かねない非常に恐ろしい事態を生じさせたり、日本国の象徴である天皇陛下を侮辱するべく、先帝陛下の似顔絵の下に骸骨人形をくっつけた物をヒモでぶら下げてデモを繰り返したり、今年になると公の機関である警察の捜査が不当だと訴えて大阪でデモを行う者まで現れています。

９月２４日には隣の大東市で「君が代押しつけ反対の全国集会」なる、この日本国の国歌を否定しようとする反社会性・反公序良俗の反日集会が行われたとの事です。

門真でそういう差別怒号デモが起こったらどうするか、を考えておかねばならない情勢です。

それを前提に、以下に質問します。

Q１：民族差別絵画として、添付した資料の写真について、門真市として、その差別性や背景、要因をどのように分析しますか？

Q２：私の指摘した団体が、善良な日本国の市民のほか、日本を愛して平穏に暮らしている在日外国人の方々に対して、差別を助長し、人権を侵害しかねない行為であると危惧しませんか？

人種、民族、門地など人が生まれながらにして持ち、自ら選択する余地のない点や国籍などの属性を捉まえての差別行為は、許されるものではないと考えるものと市民部長の答弁（９月２７日）でも述べられております。

Q３：門真市でそういう差別の宣伝やデモ事件が起こった場合は、市は、最低限、事実の調査確認を行って、行政としての批判見解と市民啓発をすべきだが、どうか？

Q４：この手の輩が、役所や公共施設にも怒鳴り込んで、執拗に攻撃する事も各地で起こっているので、それへの対策方法を門真市でも確立しておくべきではないでしょうか？

Q５：多文化共生が叫ばれているが、例えば「３日嫁さんを殴らないと狐になる」と言って、毎日のように嫁さんを殴る事が文化の国の人間が日本に居住している場合、多文化共生の観点から、その文化を尊重し、毎日のように嫁さんを殴る事が良い事だとする価値観を尊重しますか？

Q６：命の差別についてお聞きしますが、門真市では日本国籍を持たず、日本に居住していない他国籍の他国に居住している外国人の生活困窮者が生活保護の申請を門真市にした場合、どのように対応しますか？

Q７：同市の議員が、大阪駅前の松下陸橋で警察署の指導に従わず、無届・無許可の不法な集団示威行為を行っていた場合、どのように門真市民に説明しますか？

Q８：高槻むくげの会、民族共生人権教育センターの代表である、李敬宰（イ・キョンジェ）という人物が「なんとしても日本人を差別して死にたいです。」と述べています。（資料参照）

このように「差別する文化」「差別をしたいと願う人々」との多文化共生を進めれば、「差別」する事も容認していかなければならなくなります。もしも、「差別する事は駄目」と言えば、「差別をしたい」と考える人の思想・信条を否定する事にも繋がり、その人間の人格を否定する人権侵害にも繋がりかねません。

門真市にて、「なんとしても日本人を差別したい」と言う思想・信条の持ち主に対して、どのように多文化共生を進めていくつもりでしょうか？
Q９：「私は、日本人野郎を引き裂いて食べて死ぬつもりだ」と言う朝鮮人（資料参照）がいますが、このような考え方は、日本人の市民に不愉快を与えかねない差別発言ではないでしょうか？それとも、個人の言論の自由であり、何の問題も無いと考えますか？

回答送付先

川東　大了

「ただ、在日が日本国籍をとるということになると、天皇制の問題をどうするのかという人がいますが、 外国人がたくさん日本国籍を取ったほうが、早く天皇制は潰れると思います。というのは、この先もどんどん外国系市民が増えます。ある統計では、100年後には5人の内3人が外国系になるといいます。そうなれば、日本で大和民族がマイノリティーになるのです。だから、私はあと100年生きて、なんとしても日本人を差別して死にたいです。これが夢です。そういう社会が来たら、その時に天皇なんていうのは小数民族の酋長さんみたいなものになります。こうした素晴らしい戦術があるのに、それを、今の左派のように、日本国籍を取ったらダメだということをやっていたら、いつまでたっても天皇制は温存されたままではないですか」 （2001年12月14日18時30分～ 京都YWCA 在日外国籍市民の参政権を考える連続講座）

※ 現在、高槻むくげの会の該当ページでは、この部分は全て削除されている。
